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肝機能サプリメント ALCLEAR

マリアアザミエキスパウダー

還元型ウコンエキス末
グルタチオン(システインペプチド)含有
酵母エキス末

・「テトラヒドロクルクミノイド」という成分

を含む還元型のウコンエキス。

・ウコンに含まれるクルクミノイドの代謝産物

であり、体内で代謝する過程を省けるため通

常のクルクミノイドよりも体内への吸収性が

高いのが特徴。

・アルコールの摂取など

により低下した肝機能

を正常化する効果が

期待できる。

・キク科オオアザミ属の植物。種子に含まれる

ポリフェノールの「シリマリン」は肝臓の保

護・修復作用が確認されている。

・古くからヨーロッパでは肝疾患の治療に使用

されている伝統ある素材。

・体内に存在する抗酸化物質「グルタチオン」

を含有する酵母エキス。

・体内のグルタチオンが減少すると体内の抗酸

化力も減るため様々な不調につながる。

・二日酔いの原因となるアセトアルデヒドを分

解する働きがあるので、グルタチオンの摂取

で二日酔い防止の効果が

期待できる。

・高い抗酸化作用により美肌

作用も期待できる。

本資料は消費者向けの資料ではございません。また、画像・写真は著作権フリーの素材ではありません。消費者向けに資料を制作される際は、別途素材サイトなどから購入ください。

抗酸化成分・アルコール代謝促進成分を中心とした商品で、肝機能の正常化が期待できます。

L-シスチン

・ヒトの体を構成する20種のたんぱく質の一種

「L-システイン」が2つ結合したもの。

・体内でグルタチオンの材料になるため、L-

シスチンの摂取で二日酔い防止や美肌といっ

た効果が期待できる。

豚肝臓酵素分解物

・良質なたんぱく質、ミネラルなどの栄養素が

含まれている豚レバーを酵素で分解し、低分

子化することで体内への吸収を高めた素材。

・肝臓に必要な栄養素が含まれているため、

肝機能の改善効果が期待できる。

ビタミンB群・C・亜鉛

・お酒を飲むと体内でアルコールを代謝するた

めにビタミンB群やビタミンCが消費される。

・同様に、お酒を飲むと体内で亜鉛が消費され

るのに加え尿中への亜鉛排泄が促進される

ため、亜鉛不足を招きやすくなる。

・飲酒により不足しがちな栄養素を補給可能。
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主に９種類の栄養成分

グルタチオン

(システインペプチド)含有

酵母エキス末

皮膚と肝臓の健康のための抗酸化物質
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グルタチオン(システインペプチド)含有 酵母エキス末
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主に９種類の栄養成分

還元型ウコンエキス末



ターメリック (Curcuma longa）
日本では秋ウコンと呼ばれ、ウコンと省略されることもある

【主な使用部位】
根茎

【アーユルヴェーダにおける主な用途】
肝臓や胆嚢の病気、糖尿病、リューマチ、食欲不振、咳、外傷など

【その他の用途】
調味料、スパイス、染料など

インドの伝承医学であるアーユルヴェーダは、サンスクリット語で「生命の
科学」を意味し、様々な天然素材の用途とその利用方法を見出してきた。そ
の中で重用されているハーブの一つにショウガ科のターメリックがあり、日
本ではウコンまたは秋ウコンとしても知られている。現在では、その有効成
分であるクルクミンの機能性は広く認知されている。

アーユルヴェーダとターメリック



クルクミンC3コンプレックス®

【起源原料】 ウコン（Curcuma longa）の根茎

【推奨表示名称】 ウコン抽出物

【規格】 クルクミノイド95%

【推奨摂取量】 250 mg×3回/日

【特徴】
インド産のウコンを原料に、クルクミ
ン及びその誘導体を計95%で規格した
素材

＜これまでに報告されている機能・用途＞

・抗酸化作用、抗炎症作用

・肝臓保護作用

・抗発がん、転移抑制作用

・脳機能改善（アルツハイマー対策など）

アルコール → アセトアルデヒド→ 酢酸

ADH ALDH

Lee HI et al., 2013, Life Sci, 93, 693-699

クルクミンの摂取により、アルコール代謝
酵素であるADH・ALDHの活性が上昇した
ことが報告されている（動物試験）。
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経口摂取されたクルクミンの一部は腸管内で以下の順に変化し、体内へ吸収さ
れる

Hassaninasab et al., 2011, Proc Natl Acad Sci USA, 108 (16), 6615-6620

クルクミンからTHCの生体内変化



• pH7.2でクルクミンは90％以上が分解した 
• THCは各種pHに対して安定   

血液中（pH7.35±0.05）において安定と考えられる

安定性①pH (in vitro) 

各種pＨ毎のクルクミンとＴＨＣの比較

Pan M et al., 1999, Drug Metab Dispos, 27 (4), 486–494

試験温度：37℃

（分）

THC残存率（%）



クルクミンと比較して、THCは血漿中に長時間存在する

●：クルクミン ■：THC ▲：TMC ×：DMCHC

TMC: 1, 7-bis (3, 4-dimethoxyphenyl) -4, 4-dimethyl-1, 6-heptadiene-3, 5-dione
 DMCHC: 1, 7-bis (3, 4-dimethoxyphenyl) -4-cyclohexyl-1, 6-heptadiene-3, 5-dione

安定性②血漿中 (in vitro) 

血漿中のクルクミンとＴＨＣの比較

Saradhi UV et al., 2010, J Chromatogr B Analyt Technol Biomed Life Sci, 878 (30), 3045–3051
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活性酸素種は、細胞膜やDNAなどにダメージを与えることが知られている。
人工的な活性酸素種であるDPPH(1,1-ジフェニル-2-ピクリルヒドラジル）ラジカ
ルの捕捉能を比較したところ、THCは試験品のなかで最も少ない量で同等の抗
酸化能を示した。

【抗酸化作用】①

DPPH法：ラジカル捕捉作用

Somparn P et al., 2007, Biol Pharm Bull, 74-78



細胞膜や血中など、生体内において、脂質は重要なはたらきを示している。リ
ノレン酸（多価不飽和脂肪酸、必須脂肪酸）に対しAAPH (Azobis-

amidopropane hydrochloride) で酸化を誘導し、それに対する抗酸化能

を測定したところ、THCは試験品のなかで最も高い抗酸化能を示した。
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【抗酸化作用】②

AAPH法：脂質過酸化抑制作用

Somparn P et al., 2007, Biol Pharm Bull, 74-78



クルクミンと比較して、THCではより強力な抗酸化システムの回復を確
認した

【抗酸化作用】③糖尿病モデルラット（脳）

生体内抗酸化機構の活性化作用
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対照群 クロロキン投与群：壊死誘導

クロロキン＋クルクミン投与群
：焦点状の壊死誘導

クロロキン＋還元型クルクミン投与群
：正常な外観の肝細胞と僅かな炎症

クルクミンと比較して、THCは肝臓保護作用についてより高いポテン
シャルをもつことが示された

【動物実験】ラット

肝臓保護作用

Pari L et al., 2005, J Pharm Pharm Sci, 8 (1), 115-23 一部改変



【動物実験】糖尿病モデルラット

肝臓保護作用

Pari L et al., 2007, Basic Clin Pharmacol Toxicol, 101 (4), 241-245

クルクミンと比較して、THCは肝障害マーカーについてより高いポテ
ンシャルをもつことが示された THC、クルクミン：80 mg/kg
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【動物実験】糖尿病モデルラット

血中グルコース濃度と血漿中インスリン値に及ぼす影響
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クルクミンと比較して、THCでは血中グルコース濃度が低く、血漿中インスリ
ン値が高く、より正常値に近いという結果が得られた

Murugan P et al., 2007, J Appl Biomed, 5, 31-38

THC、クルクミン：80 mg/kg
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THCとクルクミン投与群で、糖化の抑制が確認された

【動物実験】糖尿病モデルラット

コラーゲンの糖化の対する影響

Pari L et al., 2007, Fundam Clin Pharmacol, 21 (6), 665-667
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【動物実験】糖尿病モデルラット

各種コレステロール値に及ぼす影響

HDLコレステロール
（mg/dl）

THCおよびクルクミン摂取群では、LDLコレステロールの減少、HDLコ
レステロールの増加が確認され、THCの方がより高い効果を示した。そ
の他、VLDL（超低密度、主に肝臓で産生）コレステロールの低下も確認
した。

Pari L et al., 2007, Ren Fail, 29 (7), 881-889

LDLコレステロール
(mg/dl)



ホワイトクルクミノイド（原料）はアルブチンに比べて高いメラニン生成阻害
能を有し、そのIC50値は 3.0±0.5 μg/mlだった。

Sami Labs 自社試験
Tetrahydroxycurcuminoids C3 Reduct®, 2012

【評価方法】
B16F1マウスメラノーマ細胞にα-MSH（メラニン生成刺激ホルモン）を添加し、メラニン生成を誘導
する。
この系に、テトラヒドロクルクミノイドを添加し、メラニン生成を阻害した率を求める。

【内外美容向け】

メラニン生成阻害
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ヒト包皮線維芽（HFF-1）細胞のエラスチン産生への影響

THC添加濃度依存的にエラスチン産生率が増加した

【内外美容向け】

抗しわ作用

Trivedi MK et al., 2017, J Food Sci Technol, 54 (5), 1137-1145
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主に９種類の栄養成分

ビタミンB群・C・亜鉛



-

MADE IN JAPAN



所在地

★

―岐阜の有名スポット―

モネの池

岐阜城

白川郷

長良川の鵜飼

場所は日本の真ん中に位置する「岐阜」
山紫水明が魅力的な土地

※原子力発電の放射線圏内ではありません。
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GMP FSSC22000

愛する人に届けるような安心品質を
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成績証明書
愛する人に届けるような安心品質を
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安全データシート
愛する人に届けるような安心品質を
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生産時の様子



トコトン貫く 愛する人に届けるような安心品質を

小ロット生産にも大量生産にも対応できるきめ細やかな生産計画と工程管理を実現。
「売れるタイミングを逃さないジャスト・イン・タイムの納入体制」を確立しています。

充填作業

成型作業

検品作業



― 検査 ―
全原料全ロット、全製品全ロットにおいて菌検査
を行います。製品に関しては、バルクの状態だけ
でなく、資材に充填した半製品の状態でも菌検査

を行います。

― サンプルの保管 ―
使用した各原料と最終製品をロット毎に3年
間保管し、安全性と品質を再チェックします。

トコトン極める やりすぎるくらいでなければ守れない

原料の入荷から最終製品まで撤退した品質管理を行うことで、機能性も安全性も保持
します。微生物・水分・崩壊性・高度・重量などを徹底的に検査し、製品の品質・形
状のわずかな変化も見逃しません。



展示会出展 日本国内でも有数の展示会に出展

食品開発展

“日本の食品”輸出EXPO

化粧品開発展



展示会出展 日本国内でも有数の展示会に出展
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